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Sweden's international development cooperation aimes the following arears leading to

lasting development and democracy.

･ Supporting education, health care and social welfare

･ Contributing to the sustainable use of natural resources

･ Contributing to economic growth

･ Strengthening the democratic development of society

･ Working to prevent disasters and conflict

･ Supporting non-governmental organisations in their development work

Swedish humanitarian assistance is channelled through Swedish non-governmental

organisations. Some 300 Swedish organisations receive government support as Sweden's

international development cooperation.

All Swedish development cooperation is guided by primary objective which is to

improving the living standard of the poorest people. In Bangladesh, support is

concentrated to the area of health and education as well as rural development. The

further support shall be given to projects which promote the protection of human right

and the development of democracy.

The direct support to local NGOs in the rulal development sector has been futher

concentrated. Focus still remains on long term collaboration with a few NGOs

experimenting with micro credits, training for income generating activities and

awareness rasing of rural poor women and men.

Bangladesh Rural Advancement Committee, Friends in Village Development

Bangladesh, Proshika, BURO Tangail and Integrated Development Foundation, these

Bangladesh NGOs are supported by Sweden. The governmental Health and Population

Project and Primary Education Development Programme are supported too.

Swedish international development cooperation is the production of Swedish home

policy line.
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１．スウェーデンの開発協力が目指すのは
バングラデシュに出入りするうちに、スウェー

デンの開発協力に対して感謝の言葉をあちこ

ちで聞いた。２国間援助の金額を比較すれば、

日本がスウェ－デンの約４倍（97年）と大き

く上回っているし、スウェーデン人が多く滞

在し手を差し伸べているわけでもない。なぜ

だろうか。バングラデシュにおいてスウェー

デンとバングラデシュの活動の資料を、スウェー

デンで開発協力全般とバングラデシュに対す

る開発活動の資料を収集した。この論文は、

開発を進める当事者であるバングラデシュと

開発に協力するスウェーデンの両者の立場か

ら、開発の意義を探求する。

［１］スウェーデン国際開発協力機関の年報

に登場するバングラデシュの女性

スウェーデンの途上国協力は、「スウェーデ

ン国際開発協力機関」ＳＩＤＡ（SWEDISH

INTERNATIONAL DEVELOPMENT

COOPERATION AGENCY）がその役割

を担う。その年次報告書（97年）は50数ページ

で、開発計画の概略、ＳＩＤＡの責任、開発

援助から開発協力への推移、開発協力の目標、

ＳＩＤＡの働きと組織、この年の項目別総括、

ＳＩＤＡの今後、会計報告などが綴られ、説

明文や統計、図式などで埋められている。

その報告書に見開きで女性の顔写真が実物

大に掲載され、彼女からのメッセージが特大

の活字で印刷されている。彼女と向き合って

いるような迫力である（26～27ページ）。こ

の女性、 タスリマ・ナシュリン・ライヤ

（Taslima Nasrin Laija）はバングラデシュ

の作家で『恥』という家族ドラマを出版し、

イスラム原理主義者から「死の宣告」を受け、

祖国を離れざるを得なかった。今も生命を脅

かされている。彼女の言葉の大半を引用する。

「バングラデシュは私の祖国です。私たち

は300万人の命の代償として、パキスタンか

ら独立しました。もし私たちが極端な宗教に

よって統制されることを私たち自身が許すな

ら、その儀性者を裏切ることになります。私

を殺害しようとするイスラムの師が優勢であ

ることが許されるなら、バングラデシュにお

けるあらゆる前進を台無しにしてしまうでしょ

う。彼らから私の美しい国を守るのは私の義

務であって、私の権利を守ることを助け、私

の理想と共に歩んでくださる人々に呼びかけ

ています。宗教上の原理主義という病気と戦

うのは、バングラデシュだけにとどまりませ

ん。私自身は、いかなる挑戦も私の生命への

脅かしも恐れはしません。私は書くことによっ

て、迫害や差別に抵抗し続けます。安全を保

障するように、人道主義的な人々が加わり、

原理主義者たちの有害な影響力と戦うならば、

原理主義者が強要する唯一の道はとざされる

だろうと私は確信しています。私は沈黙させ

られはしません。」

この主張がスウェーデンが目指す平等、民

主主義、連帯、安全といった社会民主主義に

基づく開発協力のあり方と一致するから、Ｓ

ＩＤＡの年次報告書に大々的に登場するので

ある。この論文を書いている私自身が特別の

気持ちを抱く背景を付加したい。タスリマ・

ナシュリンは、『悪魔の詩』のイギリス人作

家のサルマン・ラシュディの二の舞かと騒が

れ、彼女がイスラム原理主義者から身を隠し

ている頃、私はバングラデシュを訪問してい

た（94年夏）。某大使館がかくまっている、

親戚や知人の家を転々としているなど噂が飛

び交っていたが、突然、彼女が国外に脱出し

たとマスコミが報じた。受入れ国はスウェー

デンであった。その後、度々訪れるスウェー

デンで、あの南国の女性作家はこの北国でど

うしているのだろうと、ふと思うことがあっ

た。次に出会った情報がこのメッセージで、

98年の冬であった。そして９９年の２月、バ

ングラデシュ訪問時に、彼女が母親の危篤の

ため一時帰国し、葬儀を終え（イスラム教で

は、遺体はその日のうちに土葬にされる）す

ぐに出国したと聞いた。どうやってイスラム

原理主義者から身を守ったのだろうか。

包括的福祉を追求する研究者として気にな

る現象や事実は押さえておくが、これらがジ
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グソーパズルの小片となり、ある時パズルが

完成し、小片の意味が判明するという経験は

多い。彼女がスウェーデンの開発協力の機関

紙に登場するとは予想できなかったが、彼女

の主張と、平等と人権を尊重するスウェーデ

ンの開発協力の思想とが一致することに、納

得がいく。別の側面として、北欧と南アジア

の結びつき、スウェーデンとバングラデシュ

の関係、開発協力国と協力を受ける国との民

主主義的、人道主義的関係を如実に物語るス

トーリーである。

［２］スウェーデンの開発協力が目指す目標

ところで海外援助、経済援助、途上国援助、

海外協力、開発協力などさまざまな言葉が地

球上を飛び交っている。開発協力には送り手

と受け手がいる。何を目的として援助や協力

を提供するのか。何を目的として援助や協力

を受けるのか。さらに途上国の生活水準の向

上に寄与する援助や協力とは何か。

先進国と途上国の定義にも関係するが、方

向としては、経済的に安定している国々から、

経済的に不安的な国々へと、金銭、物品、行

為が流れる傾向にある。ここでは政治的にも

経済的にも、そして社会福祉を中核とした生

活面でも最も先進国的特徴を有する北欧のス

ウェーデンと、マスコミなどが最貧国と枕詞

を付ける南アジアのバングラデシュを取り上

げ、冒頭の疑問に答えを出す試みをしてみた

い。一般論による抽象的な答えや、経済援助

一辺倒の議論は避けて、「生活の質の向上」

という要素をはさんで、具体的かつ現実的な

論議へと展開するために素材を提供してくれ

るのが両国である。協力する論理と受ける側

のニーズが噛み合わなければならないが、こ

の論文は前編で、主として送り手、協力者に

ついてスウェーデンを中心に、日本との比較

なども交えながら論じ、後編として「生活科

学研究（第22号）」に開発を必要とする側と

してバングラデシュについて論じる。

スウェーデン国際開発協力機関ＳＩＤＡは、

次の６項目の開発協力の目標を掲げている。

１）経済成長のために、製品やサービスの生

産を増加させる。

２）経済的および社会的平等のために、貧富

の差を縮小させ、あらゆる人々の基本的

ニーズに合致するようにする。

３）経済的および政治的自立のために、経済

的にも政治的にもその国が独自の決定を

下し、国家としての自己決定にとって必

要な諸条件を作り出すことを確実にする。

４）民主的開発のために、人々が地域、地方、

国家の発展に寄与するための機会が、よ

り多く与えられることを確実にする。

５）環境面の保護のために、自然資源を持続

的に使用し、環境保護を推進する。

６）男女間の平等を推進するためにジェンダー

を尊重する

プロジェト別に見ると費用の配分は、高い

順に以下の通りである（97年）。

社会開発 20％

インフラ・貿易・産業 16

民主主義・人権・ガバナンス 12

人道援助 11

ＮＧＯ 10

自然資源と環境 8

研究協力 5

中東欧との協力 5

アドミニストレーション 5

経済改革と債務援助 4

その他 4

スウェーデンの開発協力の特徴として、こ

れら６項目の開発援助の目的を達成するため

に、その対象国を絞りこんでいる。被援助国

などという差別的な表現はしないで、２国間

援助では相手国をパートナーと呼ぶ。飢餓や

戦争被害、難民問題など世界の動きによって

変動する。その他に多国間援助として国際機

関や世界銀行、ＥＵなどに対する出資や拠出

を実施している。

スウェーデンの開発協力は恵まれた国が貧

しい国の面倒を見てやるという行為ではない

し、経済援助といいながら結果的に国益を図

ろうというものではない。自国を含む人類の
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福祉に対する基本的考えが開発協力にも色濃

く反映している。国内における公正と連帯の

基本的姿勢は開発協力においても変わらない。

62年に「海外援助法」が成立した時から貧困

の改善を目指し、貧困と抑圧に苦しむ人々を

支援することを義務としてきた。不公正を是

正し、貧しい人々と連帯する方向、それが開

発協力である。

ＳＩＤＡは95年に研究、研修、産業支援を

取り込む大幅な再統合を実施し、スリム化と

経済効率を進めた。新ＳＩＤＡは、教育、基

礎保健、人権、農林、エネルギー、コミュニ

ケーション、産業育成の他、開発協力の研究

にも力を入れている。開発協力に携わる団体

は、公的機関、ＮＧＯ（非営利民間団体）、

大学、地方自治体、企業など多岐にわたる。

開発協力は、将来を見据えた中・長期計

画の遂行が重要である。スウェーデンが予想

する今後30年間の開発の障壁となる条件は、

貧困、人口増加、食糧や飲料水の不足、環境

の悪化、失業、戦争や紛争、不平等と圧政、

中央集権の弊害、不安定な経済と投資への障

壁、不適切なインフラ、保健と教育の不十分

さ、災害であると分析する。

２．スウェーデンの開発協力の方法論
スウェーデンの組織構築力は世界のトップ

クラスである。共通の利益や関心事について

国民は自発的に組織を結成する。公的サービ

スにおいても民間活動においても同様であっ

て、構成員は組織の一員として責任を担うこ

とになる。国や行政がサービスを提供するの

を待つだけで、その不完全さについて文句を

言うというのではない。国内では民間団体が、

労働組合、雇用者団体、消費者協同組合、生

産者協同組合、障害者団体、スポーツ団体な

ど、大小取り混ぜ見事に組織化されている。

しかも公と民が、この組織力のおかげで協調

を保ち、社会全体の質をさらに押し上げてい

る。

［１］開発に高度の組織論を適用

途上国に対する開発協力においても、この

組織力がものをいい、開発協力の活動にスウェー

デンは自国のＮＧＯの活用を可能とし、受入

れ国側での組織化に応用し民間の力を取り込

むことが得意である。スウェーデンの開発協

力を論ずる際に、「組織化」という方法論を

抜きにしては語れない。この組織は協力を受

け入れる国の現状に合致しなければならない

のは当然であるし、協力国スウェーデンが目

指すグローバルな目標とも噛み合う必要があ

る。

開発協力の構造を示すのが、図１「ピラミッ

ドモデル：頂点のアイデンティティと基盤の

資材」である（図１～４の文字はスウェーデ

ン語）。左側の矢印は外部（ドナー、政府、

企業、個人）の関係、中心の矢印は内部組織、

右側の矢印は計画の実行（効率と影響）を表

わす。基盤にあるのが資材と資金であって、

頂点のアイデンティティに到達するまでに、

いくつもの積重ねがある。まず資材と資金が

あってその上に順に、人材と能力、体系と構

造、戦略・役割配分・見通しが乗って、頂点

の価値観・態度・アイデンティティになると

いう重層構造である。逆に言えば、いくらす

ばらしいアイデンティティや価値観であって

も基盤にしっかりした人材や資金がなければ、

開発目標は達成できないことになる。外部

（協力する組織）、内部（協力を受ける組織）、

計画の実行（実践する下部組織）の３面の歩

調が合わなければならない。

そこで開発協力には現地の組織改革が必要

であるが、図２「開発協力の方法論：組織改

革方法」にあるように階段に例えている。一

番下のステップ１は不十分な成果、次のステッ

プ２はそこそこのアウトプット、ステップ３

は自らの力による発達、最終のステップ４は

顧客（開発組織の利用者）への積極的働きか

け、となる。ステップ４まで上り詰めれば、

開発協力は成功したことになるとする。

目標から効果までの関係を示すのが、図３

「インプットからアウトプットを経由して効
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果までの変化と活動」である。図の左上に総

合的な目標あるいは考え方がある。これはイ

ンプットに作用し、プロセスに力を及ぼす。

何らかのアウトプットがなされ、効果が発揮

されることになる。インプットからアウトプッ

トまでを「生産性」、インプットから効果ま

でを「コストに見合った効率」、総合的目標

から効果までを「効率」と定義する。

［２］開発に携わる民主的組織

開発協力に携わる人々が均衡を保ちながら、

真の発展をもたらさなければならないが、そ

れを図式化したのが、図４「開発のための戦

略と援助提供者の役割」である。横軸がアウ

トプット（生産）で、縦軸が開発を表わす。

生産が開発に寄与するものであれば開発協力

は順調であることを示すし、生産しても開発

に寄与しない場合もあるから、開発協力に携

わる人々が演ずる役割が大きな影響を及ぼし

てくる。

この図でパートナーというのは、スウェー

デンでは開発協力の利用者すなわち相手国の

組織やそれを構成する人を指す。開発の協力

者であるエキスパート（専門家）は開発もさ

ることながら生産を重視し、アドバイザー

（Radgivare）は開発へと引っ張り、オブザー

バー（Observato
..
r）である世論、マスコミ、

ドナーなどが当事者である協力相手のパート

ナーが生産と開発のバランスを保ちながら

右斜め45°に向かうように見守っている。

開発協力は民主的な組織において行われ

なければならないが、開発に携わる当事者

であるメンバー、開発の協力者、社会の３

者に分解して示したのが表１である。とこ

ろで開発にとって「よい組織」とは何か。

表２に「よい組織」と「民主的価値」の関

係を表わす。

図１～４そして表１～２は、開発におい

て組織を作る場合の方法であると同時に、

開発を評価する重要な基準となる。目標、

組織化と実践、結果、評価といった流れは、

さらなる開発目標の設定へと導くはずである。

［３］スウェーデンの政府開発援助の特徴

ここでスウェーデンの開発協力の全体像

を把握するためにＯＤＡ（政府開発援助）
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図１ ピラミッドモデル：頂点のアイデンティティ

と基盤の資材
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図２ 開発協力の方法論：組織改革方法
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図３ インプットからアウトプットを経由して効
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の数字を使って見てみよう。比較のために

日本の現状も参考にする。スウェーデンで

はＯＤＡ以外にもＮＧＯや地方自治体レベ

ルで開発協力をしている。ＮＧＯは独自に

財源を集め主体性を保ちながら活動し、政

府がこれを援助する。したがって厳密には

ＯＤＡ以外にも民間資金などが入っている

場合もあるが、ここではＯＤＡに関して見

ている。

表３は、スウェーデンと日本の開発協力

に関して、協力を受ける側との関係を２国

間援助について見ている。受取国の分類は、

「経済開発機構（ＯＥＣＤ）」の「開発援助

委員会（ＤＡＣ）」の分類に従っており、所

得によって分けている。スウェーデンが対

象としている２国間援助の金額の比率では、

後発開発途上国が42.0％を占めていてもっと

も多い。後発開発途上国を除く他の低所得

国は26.4％、低中所得国は26.0％である。所

得が少ない国々に厚く協力している。

参考までに日本を見ると後発開発途上国

へはわずか14.3％で、後発開発途上国を除く

低所得国へは32.5％，低中所得国へは43.3％

で、日本は途上国の中でも所得の高い国々

に関心があることが分かる。スウェーデン

と日本では、全く逆の傾向を示す。

ＯＤＡ（ＥＵおよびＥＣを含む）の額を

比較してみる（97年）。日本はＯＤＡ総額で

は世界１位である。次いでアメリカ、フラ

ンス、ドイツ、イギリス、オランダ、カナ

ダが続き、この後に北欧のスウェーデン、

デンマーク、ノルウェーがくる。日本、ア

メリカ、フランス、ドイツの４国で、全Ｏ

ＤＡの60％近くを負担している。日本は全

ＯＤＡの19.3％、スウェーデンは3.6％を占

める額である。総額では日本は93億5800万

ドルに上り、１億2564万人で、このＯＤＡ

を負担する。スウェーデンは１億7310万ド

ルを、885万人が支出している。

ＧＮＰに対するＯＤＡ比率で見ると、世

界でもっとも高いのがデンマーク（0.97）で、

ノルウェー、オランダそしてスウェーデン

（0.79）が続く。日本（0.22）はＤＡＣのメ

ンバー21ヵ国中19位で、後ろにイタリアと

アメリカがいる。日本はＤＡＣメンバーの

平均値になるが、努力目標は0.40である。
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図４ 開発のための先着と援助提供者の役割
SIDA Organisationsva

. .
rdering och

organisationsutveckling 1999 p26

表１ 開発における組織の民主化

身分証明 民主的手続き 民主化への貢献

メンバー
募集と参加

開放性

決定

代表者の選定

責任の評価

メンバーの信頼感

発展性

協力者

パートナー
開放性

事業と組織に

自分の意見を反映

メンバーの信頼感

発展性

社 会 開放性 世論の代表
支援と民主化への

手法

SIDA Organisationsva
．．
rdering och

organisationsutveckling 1999 p19

表２ 開発におけるよい組織と民主的価値の関係

よい組織 民主的価値

誰にでも分かる

簡単明瞭な目標
透明性と開放性

良質の成果

利用者に即したもの
民主的社会への貢献

人材の開発 人間相互の支え合い

SIDA Organisationsva
．．
rdering och

organisationsutveckling 1999 p19
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表４は、この論文で関心を示すバングラ

デシュに対して開発協力をする国々につい

て、金額を高い順に表わす。日本の援助は

総額で減少してはいるものの常に第１位を

維持しており、日本の開発協力の仕方が、

バングラデシュの開発の方向を左右すると

もいえる。うまく行けば真の開発を促進で

きるし、逆に言えば、貧困層を取り残した

まま、物理的乱開発に終わったり、豊かな

層を手厚く援助して社会全体としての開発

を不可能にする懸念がある。スウェーデン

のバングラデシュに対する開発協力につい

ては後に述べる。後発開発途上国の中でも

バングラデシュは、最大の人口１億２千数

百万人以上を抱える国である。

３．スウェーデン国内の啓発
開発協力の主たる財源は税金であるから、

国民の理解が不可欠である。スウェ－デン

国内における情報公開制度の徹底や活発な

開発教育などの意義は大きい。ここでは角

度を変えて、興味あるいくつかの試みを紹

介してみよう。

［１］開発協力を進める国々の文化

を楽しむ

１ アフリカの音楽祭

98年の夏、５日間に渡って「アフリカの村か

らの音楽」という音楽祭がストックホルムの公

園を使って開催された。ザンビア＊、スワジラ

ンド、ケニア＊、ジンバブエ、ナミビア＊、マ

ダガスカル、南アフリカ＊、タンザニア＊、ベ

ニンといった国々からやってきたアーティスト

が音楽や舞踏を披露した。スウェーデンが２国

間援助の対象国とする国が半数を越えていた

（国名の後ろに＊を付けた）。もちろん音楽祭で

「開発協力」に関するキャンペーンなど皆無で

あって、純粋に民族音楽を楽しむ催しである。

メーラレン湖を臨むローラムスホーブ公園で開

催された音楽祭に行ったが、入場料は無料でゆっ

くり楽しめる。写真１は、ひとコマである。ス

ウェーデンに住み、これらの国々を母国とする

人々も集まり、舞台のエンターテーナーと共に

客席で踊っている姿に接すると、音楽を通して

アフリカとの距離が短縮する。

特定の国や地域を目的的に支援しているＮ

ＧＯなどは、財源のために入場料を徴収する

音楽祭を別に催していた。形態は様々である。

お腹を空かして痩せ細った子ども、故郷を追

われてキャンプで涙を浮かべる難民、戦争で

脚を失った犠牲者などマスコミを通して見る

先進国スウェーデンの途上国バングラデシュに対する開発協力

表３ ２国間援助の受入国（1996－1997年）

援助国
受取国 スウェーデン 日 本

後発開発途上国
ＬＬＤＣ

42．0 14．3

低所得国
ＬＬＤＣを除く

ＬＩＣ
26．4 32．5

低中所得国
ＬＭＩＣ

26．0 43．3

高中所得国

ＵＭＩＣ
5．5 8．2

移行国
ＨＩＣ

0．0 1．6

（100％） （100％）

DAC Development Co-operation 1999 Edition

表４ バングラデシュへの2国間援助の実質支出

（ＮＥＴ 1997年）

単位：百万ドル

順位
年

１ ２ ３ ４ ５
ＤＡＣ
諸国

1994
日 本
227．6

アメリカ
152．0

ドイツ
104．9

イギリス
65．7

オランダ
54．5

合 計
843．7

1995
日 本
254．9

イギリス
76．0

ドイツ
61．5

オランダ
57．5

アメリカ
56．0

合 計
712．9

1996
日 本

174．0

ドイツ

84．0

イギリス

71．4

オランダ

67．2

アメリカ

41．0

合 計

644．5

1997
日 本

130．0

イギリス

70．3

オランダ

63．7

カナダ

52．4

ドイツ

47．3

合 計

539．0

OECD（DAC） GEOGRAPHICAL DISTRIBUTION OF FINANCIAL

FLOWS TO AID RECIPIENTS, DISBURSEMENT COMMITMENTS

COUNTRY INDICATORS 1993-1997
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被写体とはひと味違う。音楽という生きた文

化を通して人々が近づく手法は、国際理解に

とって有効である。

99年のメーデーでもアフリカ音楽は喝采を

浴びていた（写真２）。スウェーデンを生活

大国にした牽引力は社会民主党である。その

社民党の集会が開かれたストックホルムのフー

ムレゴーデン公園のステージでは激しいビー

トの音楽を奏で、踊りまくるアフリカ勢にメー

デーに集まった聴衆は魅了された。社会民主

党が進めるアフリカの開発協力と関係がある

という。

２ 多国籍の人々の集い

開発協力は、国内にいる外国出身者への対

応との関連もある。生活サービスや教育、母

語習得の保証など行政サービスはコミューン

の仕事である。

ところでストックホルムには、フェールホ

ルメン、リンケビー、シースタなど外国人が

多く住む地域がある。リンケビーのある基礎

学校（日本の小学校と中学校を合わせたよう

な義務教育の学校）では、在席する子どもが

使用する言語は50以上に達するという。そん

な町の１つテンスタ、住民が作る集いをのぞ

いてみた。

賑やかである。舞台で披露する町の人々の

音楽は多彩であるし、屋台の食べ物も、売店

で売られている品々も、手作りやセカンドハ

ンドを含めて国際色豊かである。スウェーデ

ンの小中学生は、クッキーやパンを自分たち

で焼いて、売って、遠足や修学旅行の資金を

稼ぐが、売店の小学生も人種は様々である。

すれ違う人々は肌の色、衣服のスタイルや色

彩、言葉など実に多岐にわたっているが、共

通言語は住む国の言葉、スウェーデン語であ

る。ちょうど総選挙前、政治的キャンペーン

をしていた環境党のスウェーデン人が、マイ

ノリティのためにかえって目立った。

人種や宗教の対立が世界のあちこちで見ら

れる現在、このように多くの人種が宗教や生

活習慣が異なるのに人々が平和的に集う姿は、

驚異であり、感嘆と称賛に値する。さながら

国連村といった感じである。写真３は、その

ひとコマであるが、自分がどこにいるのかを

忘れてしまうほど国際色豊かである。多くの

外国出身者を抱える国内福祉の延長線上に開

発協力が存在する証拠でもある。

［２］国内に住む外国人はスウェーデン人と

同等の生活

さて国内にどのくらいの外国出身者が住ん

でいるかを見てみよう。スウェーデンで暮ら

す外国生まれの人は10.7％になる。スウェー

デン生まれの外国人を含めると11.8％に達す

る。表５は、スウェーデンで生活する外国生
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写真１「アフリカの村からの音楽」
ストックホルムのローラムスホーブ公園

（98年夏）

写真２ スウェーデン社会民主党の集会
ストックホルムのフームレゴーデン公園

（99年メーデー）
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まれの人を国籍について人数を示す。国内的

には労働力確保の歴史、対外的には戦争、難

民、飢餓など、世界の動きに連動している。

表６は、スウェーデン国内の外国出身者の人

数、スウェーデン国籍の有無、スウェーデン

生まれの外国人を示す。10人に１人が外国人

であるスウェーデン国民にとって、開発協力

は他人事ではない。

北欧諸国（フィンランドが圧倒的に多く、

全外国生まれの人の20％を占める）と他のヨー

ロッパ諸国がほぼ同数で、これらで外国生ま

れの３分の２を占める。ヨーロッパでは、旧

ユーゴスラビア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、

ポーランド、ドイツ、イギリス、ルーマニア、

ギリシャなどの出身者がいる。地域としては

次がアジア（中近東から東）が23％で、国別

ではイラン、トルコ、レバノン、インド、シ

リア、ベトナムなどとなっている。アフリカ

（エチオピア、ソマリア他）と南アメリカ

（チリ他）が続き、他は北アメリカ（アメリ

カ合衆国他）や旧東欧、オセアニアなどとなっ

ている。

これだけの外国出身者が、スウェーデン国

内において医療、福祉、教育と保育、労働、

住宅、年金などの社会保障といった国内政策

に組み込まれ、母国へのアイデンティティを

保ちながらスウェーデン人と同等に普通の生

活を営んでいる。

［３］冷静で暖かな視線の報道

１ スウェーデンに住むバングラデシュ人の

記事

マスコミを通して、スウェーデンに暮らす外

国出身の人々の姿を報道することもあり、社会

融和と統合に一役を買っている。例としてスウェー

デンの代表的な日刊紙「ダーゲンス・ニィヘッ

テル」（99年４月24日）のストックホルム版の

記事を紹介してみよう。

この論文はスウェーデンとバングラデシュ

の接点に重点があるので、バングラデシュ人

に関する記事を見ることにする。「インドレ

ストランはインドにあらず」というタイトル

で、副題が「ストックホルムのバングラデシュ

人」である。ほとんど一面をぶち抜く大きな

記事である。

最近、インドレストランがストックホルム

に雨後の竹の子の如く開店しているが、イン

ドとは名前だけで、バングラデシュ人が経営

先進国スウェーデンの途上国バングラデシュに対する開発協力

写真３ 国際色豊かな地元の集い
テンスタは外国出身者が多い（98年夏）

表５ スウェーデンに住む外国出身者の国別人口
（１万人以上のみ）

（1997年12月31日現在）

順位
国 名 外 国 人

内、スウェー
デン生まれ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

フィンランド

旧ユーゴスラビア

イラン

ヘルツェゴビナ

ノルウェー

デンマーク

ポーランド

ドイツ

トルコ

イラク

チリ

レバノン

アメリカ合衆国

イギリス

ハンガリー

モロッコ

エチオピア

ギリシャ

ルーマニア

シリア

エストニア

インド

227,847 (人)

76,643

52,479

52,243

50,321

45,720

41,383

39,230

35,943

35,541

26,907

21,904

15,214

14,960

14,809

14,419

13,693

12,455

11,589

11,021

10,804

10,497

26,822（人）

5,776

2,661

3,934

7,587

6,846

1,808

3,177

5,301

2,849

162

480

1,240

1,621

332

2,407

387

1,026

281

492

68

120

Statistical Yearbook of Sweden 1999
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しているというので、見出しにつながる。１

人のバングラデシュ出身のレストラン経営者

のエピソードが紹介されており、レストラン

の調理室の写真と市内に点在するインド（実

はベンガル）レストランのマップまで掲載さ

れている。

「ダーゲンス・ニィヘッテル」は、この種

の記事を掲載する場合に「事実」という欄を

設けて、客観的情報が読者に伝わる手法を取っ

ている。「事実／バングラデシュ」では、バ

ングラデシュの面積、人口、言語、宗教、歴

史、政治、経済、災害などが手短にまとめら

れている。災害では、サイクロンの犠牲者が

70年には25万人、91年には13万９千人だった

と記している。政治では、90年代のバングラ

デシュ民族主義党のカレダ・ジアとアワミ連

盟のシェイク・ハシナによる２人の女性の戦

いについても触れてある。

「事実／ストックホルムのバングラデシュ

人」の欄には、スウェーデンに公式では2700

人のバングラデシュ人が住み、大半は70～80

年代に政治難民として亡命した人たちで、90

年代に住み着いたのはこれらの人々を頼って

きた人たちであると記されている。ストック

ホルム県には、バングラデシュで生まれたか

親がバングラデシュ生まれである1800人が住

み、市内には970人がいて、その多くが住む

リンケビーなど町の名前が書かれている。ベ

ンガルレストランで食事がしたくなる記事で

ある。

２ ＮＧＯ活動の寄付の呼びかけ

バングラデシュにおけるスウェーデンＮＧ

Ｏの活動については後で述べるが、開発協力

に限らず、スウェーデンのＮＧＯの活動は、

目的的、組織的、精力的、社会的である。

スウェーデンでは、ＮＧＯは政府と協調し、

かつ広範な市民が参加する活動である。表７

は、スウェーデン国内で規模の大きなＮＧＯ

を示す。ＮＧＯの性格によって活動は国の内

外に及ぶ。表７で１位の救世軍は、国内のホー

ムレスなどの援助に当たるし、赤十字は、国

の内外で活躍する。癌基金、リューマチ協会、

心臓・肺疾患基金は、いわゆる難病の当事者

組織である。セーブ・ザ・チルドレンは、国

際組織の支部であるし、ディアコニア、ピン

グスト、ルーテルなどは、ミッション系のＮ

ＧＯとして途上国の開発協力をするＮＧＯで

ある。ウッフはデンマーク系の組織でリサイ

クルを行いながら途上国へ資金や衣類を送る

活動をする。

表７は「メトロ」という無料で配布される

新聞に掲載された記事である。その名の通り、
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表６ スウェーデン人口と外国出身者の人口

（1997年12月31日現在）

スウェーデン人口 8,847,625人

内、外国人人口 合計 1,047,542人

（総人口における外国人の率） （11.8％）

外国生まれでスウェーデン国籍 525,494人

外国生まれで外国籍 428,736

スウェーデン生まれ外国人 93,312

Statistical Yearbook of Sweden 1999

表７ スウェーデンの10大ＮＧＯの寄付状況

（1996年合計）

順位 ＮＧＯ名 年間寄付合計（kr）

１ 救世軍 ６億6700万

２ 赤十字 ５億8800万

３ 癌基金 ３億4800万

４ セーブ･ザ･チルドレン ３億2600万

５ ディアコニア ２億8300万

６ ピングスト派海外援助 ２億5000万

７ リューマチ協会 １億9300万

８ ルーテル援助 １億8700万

９ ＵＦＦ（ウッフ） １億4700万

10 心臓・肺疾患基金 １億3200万

「スウェーデン寄付状況管理公益法人」の集計
（新聞「メトロ」1999年１月）
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地下鉄の駅に置いてある。国の内外の出来事、

身近な生活情報、天気予報などを伝えてくれ、

有益な日刊紙である。沿線の催物情報が中心

の日本のメトロニュースとは全く異なる。東

京の電車ではプロスポーツ、ゴシップ記事、

裸体の女性を掲載した新聞やコミック紙に読

み耽る姿が目につくが、ストックホルムの地

下鉄では「メトロ」を真剣に読む人が多い。

社会がまじめで、落ち着いている。

記事の見出しは「１枚のコインを」という

呼びかけである。ＮＧＯは、日本の赤い羽根

共同募金や歳末助け合いよりもずっと幅広く、

継続的、日常的な民間活動で、各々のＮＧＯ

の趣旨が明確である。スウェーデンに限らな

いが、西欧や北欧などの赤十字はセカンドハ

ンドショップ（リサイクルにも役立つ）を経

営するなど、ボランティアが支えて資金を作っ

ている。ルーテル援助など教会組織は、難民

支援の資金集めをするなど世界の動きに敏感

である。日本の神社仏閣も金集めはするが自

分たちのためであって、社会やましてや開発

協力にそれを使うなどということはほとんど

考えられない。宗教の違いなのか。

表７に示すように、救世軍が日本円にして

113億円ほど（１ｋｒ≒17円）、赤十字が100

億円、ルーテル援助が32億円の寄付を集め、

活動資源としている。「メトロ」のような大

衆的な新聞に、ＮＧＯの寄付合計が出るなど、

報道を通して市民の理解を促進する啓蒙は、

さりげないが効果的である。ＮＧＯが市民に

支持されている一端を示す。

４．スウェーデンのバングラデシュに対
する開発協力
スウェーデンの開発協力の姿を把握するた

めに、スウェーデンが開発協力のパートナー

の１国としているバングラデシュに特定して

見ていく。

［１］開発協力の目標と内容

１ スウェーデンのバングラデシュに対する

開発協力の前提

バングラデシュに関しても他のパートナー

の国々と同様に、スウェーデン政府は「スウェー

デン開発協力機関（ＳＩＤＡ）」への指導と

いう形で、開発協力の総合的な枠組みを規定

している。バングラデシュに対するスウェー

デンの開発協力の目標は、貧しい人々の生活

を改善することであり、そのためには女性と

子どもに注意を払い、男女平等を改善すると

いうものである。過去の開発協力の実績を、

保健、教育、地方の開発、人権と民主主義、

バングラデシュ側ＮＧＯへの援助、という項

目について綿密に分析した結果、明らかになっ

たもので、バングラデシュ自体の開発潜在力

を論ずることでもあるとする。

地方の貧しい人々、とくに女性に関しては

持続的に生活状態を改善させてきているが、

地方の開発、家族計画を含む保健計画、教育

プロジェクトに協力し、その道筋は、バング

ラデシュ政府とバングラデシュ国内のＮＧＯ

の２通りがある。スウェーデンは、ＳＩＤＡ、

国連機関、スウェーデン側ＮＧＯを経由し、

バングラデシュに協力する。

ここで注目されることは、バングラデシュ、

スウェーデン双方のＮＧＯの活動を重視する

という点である。両ＮＧＯの活動の様子は、

「生活科学研究（第22号）」に執筆する。スウェー

デンの開発協力の計画化と組織化の出発点は、

「平等」の論理を達成するために、いくつか

の特定領域に絞っている。新たなアプローチ

や変化への対応が必要な場合は、スウェーデ

ンの開発におけるこれまでの経験が役立つと

確信する領域にのみ注意が払われる。しかも

脱中央集権を目指し、地方の参画を促進する

試みを優先する。地方レベルで決定する力を

つけることを目指すからである。

スウェーデン国内では、住民に身近な生活

関連サービスはコミューン（市町村レベル）

の仕事であり、コミューンに政策決定権があ

る。義務教育や保育、高齢者や障害者の社会

福祉、住宅政策など広範囲な生活面の内容が

地方レベルの問題で、このような広義の福祉

について、コミューンの市民が選出した地方

先進国スウェーデンの途上国バングラデシュに対する開発協力
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レベルの政治家が、政策として決定できる

開発協力のパートナーであるバングラデシュ

に対しても、スウェーデン国内の各種サービ

スの延長線上に開発協力を位置づけ、中央集

権を改め、地方の決定権を重視するのは同じ

理由による。女性と子どもをターゲットにす

るが、その意味はスウェーデン国内における

男女平等と児童政策の歴史を紐解けば理解で

きる。スウェーデンの国内においては地域サー

ビスに住民の直接税（所得税）が使用される

が、バングラデシュが税金で賄う公的サービ

スには障壁が多すぎるから、外国からの開発

協力という形を取る。しかし２国援助といえ

ども中央政府だけを相手にはしない。地方の

生活水準の向上なくしてバングラデシュの開

発はないわけで、地方が成長するように協力

するのがスウェーデンの姿勢である。途上国

の開発協力にはスウェーデン国民の税金が使

用されるのであるから、限られた財源を途上

国の開発に有効に目的的に活用する目標と道

筋は、スウェーデン国内と同様に経済効率を

重視する。

スウェーデンが開発協力を経済援助と同義

語に考えないのは、前述したようにバングラ

デシュ自身の開発潜在力に信頼をおくからで

ある。貧しいのは努力が足りないとばかりに

自助努力を促す日本的見方とは異なる。図２

で見たように、開発のための潜在力が萌芽す

るまで協力する。しかし開発の目標が達成さ

れたことを見届けたらさっと引き上げ、次の

目標、プロジェクトあるいは地域に移ってし

まう。

２ スゥーデンのバングラデシュに対する個

別の目標

スウェーデンのバングラデシュに対する開

発援助は、いくつかの具体的な目標を掲げて

いるので、順に見ていく。

１）地方の開発の目標は、雇用と社会的な

事業の開発を創出することにある。下部構造

的なプロジェクトを通して、地方の貧しい人々

に対して継続的に開発に貢献することを目的

とする。バングラデシュは地方の開発計画を

遂行するだけの力を徐々につけてきていると

ＳＩＤＡは見ており、今後は、現地ＮＧＯに

対して集中的に協力する方針を打ち出してい

る。

２）保健の目標は、「性と生殖の健康と権

利（リプロダクティブ・ヘルスとリプロダク

ティブ・ライツ）」に関する領域を改善する

ことで、対象は貧しい人々である。保健のター

ゲットはとくに女性と子どもにしている。健

康と人口の領域における支援に関して、ＳＩ

ＤＡは国際機関や他のドナーとの共同参加と

いう形を取るが、カイロ（「人口と開発に関

する国際会議」94年）および北京（「第４回

女性会議」95年）での「性と生殖に関する権

利」の合意点が、開発協力の離陸地点である

とする。

３）教育における目標は、初等教育を進め

るために教員の養成と資質の確保を目的とし

ている。公立学校の支援のみならず、義務教

育を修了する前にドロップアウトしてしまっ

た子どもの非公教育を含むものである。

対象は子どもと若い成人であるが、教育計

画に少女や女性が参加するように特別の配慮

が払われ、とくに少女が教育のターゲットに

なる。このプログラムはバングラデシュの行

政と非営利民間団体である現地ＮＧＯが協調

的に推進することになる。ＳＩＤＡは国際機

関や他のドナーとの共同参加によって応援す
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写真４ ＮＧＯ「バングラデシュ農村振興委員

会」の教員養成は充実している
（バングラデシュ、コミラ県）
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る。バングラデシュの行政とドナーが何に、

どのように教育支援がなされるか一緒になっ

て討論し、バングラデシュ政府の積極的な関

心、ドナーの連携、活動に関するきちんとし

た報告、追跡調査といったことが、教育分野

の開発協力の前提条件になる。スウェーデン

の専門技術と資源が貢献できることは多いと

いう。バングラデシュの教育体系の中央集権

的体質が改善されなければならないとする。

４）人権と民主主義についてバングラデシュ

の関心を喚起する必要があるとする。

ターゲットとして女性の人権の推進に優先

権が与えられる。「言論と情報活動の自由」

への支援が行われる。選択の自由と１人の力

が決定に及ぼす影響の可能性に気づくことの

大切さである。地方組織を通して、投票や選

挙管理のための訓練プログラムが支援され、

人権の対話がバングラデシュ政府当局と継続

的に実施されるようにする。

５）特別な投資に関しては、持続的な融資

や保証がスウェーデンとバングラデシュの間

で考えられている。期間と条件は、決定の過

程でケースバイケースで決めることになる。

スウェーデンの融資は、地方の開発計画と関

連する場合に限られる。

以上のように見てくると、スウェーデンの

バングラデシュに対する開発協力は、社会開

発的な目標が主で、これを支える基盤は人権

と人道主義である。協力内容は社会インフラ

ストラクチャーが中心であり、国連など国際

機関を通す多国間援助（マルチの援助）にも

積極的であることが分かる。

スウェーデンのバングラデシュに対する開

発協力を、プロジェクト、開発の内容、開発

のためのターゲットに分けてまとめてみると、

表８のようになる。一方、バングラデシュ側

はどう考えているかが問題であるが、表９に

バングラデシュ政府が目指す開発の方向を一

覧表にしてみた。これらの実現性については

前途多難であるが、バングラデシュ側が目指

す方向もスウェーデンの開発協力の目標と一

致することが読み取れる。長期的な目標であ

る。

［２］開発協力の実際

スウェーデンが1997年から2001年までの５

ヵ年計画を立てるために、バングラデシュに

おける過去の協力態勢を総括し、とくにそれ

以前の３年間を分析した結果、今見たような

５項目の方向を打ち出したわけである。２国

間援助として実施された開発援助と全予算

（６億2900万ｋｒ）に占める割合は、表10に

示す（94～96年）。

１ スウェーデンと比較する意味で：日本の

バングラデシュに対する「援助」

スウェーデンの協力の仕方を明確にするた

めに、比較の意味で日本のバングラデシュに

対するＯＤＡの重点分野を見ると、ａ．投資

促進・輸出振興のための基盤整備、ｂ．農業・

農村開発と農業生産性向上、ｃ．洪水対策、

ｄ．人的資源開発、ｅ．基礎的生活分野となっ

ている（国際協力推進協会「開発途上国国別

経済協力シリーズ：バングラデシュ」）。スウェー

デンが「開発協力」という場合には、開発と

人間の生活の関係を重視するのに対して、日

本は「経済援助」が中心であるので、バング

ラデシュに対するスウェーデンの協力とは様

相を異にする。２国間ＯＤＡに関して見ると、

ＯＤＡ総額に占める無償資金協力の率は日本

は少なく、スウェーデンはデンマークやノル

ウェーと並んで高い率を占めている。

日本もWID （WOMEN IN DEVELOP-

MENT 「開発と女性」）と言われる途上国

の女性支援の立場から、女性を中心とした土

地なし貧困層ヘの融資事業として、バングラ

デシュ政府を通して「グラミン銀行」（土地

なし農民の収入向上と生活改善に力を入れ、

貧困からの脱却を目指すバングラデシュ独特

の融資「マイクロ・クレジット」で、裸足の

銀行と呼ばれる）に、95年から円借款を供与

している。技術協力として青年海外協力隊が

ウイメンズ・プログラムに携わり、手工芸、

栄養、公衆衛生、家族計画、識字教育などを

行っているが、協力というよりも技術指導と

先進国スウェーデンの途上国バングラデシュに対する開発協力
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いう立場をとる。

経済開発機構（ＯＥＣＤ）のＤＡＣの資料

（ＤＡＣ議長報告）によると、対バングラデ

シュに限らず、日本は経済インフラが多くを

占め、社会インフラそしてプログラム援助と

順に少なくなるが、スウェーデンは全く逆で、

特定プログラムの援助に費やす金額が一番多

く、次が社会インフラそして経済インフラと

続く。バングラデシュではスウェーデンと並

んでカナダの開発協力に対して感謝の声が聞

かれるが、カナダの開発協力はスウェーデン

と同様に社会インフラに力を入れる傾向があ

る。

２ スウェーデンのバングラデシュに対する

開発協力

表11は、バングラデシュに対するスウェー

デンの協力をプロジェクト別にかつ領域別に

みたものである。スウェーデンのバングラデ

シュに対する協力の内容が一目瞭然にわかる。

もっとも多額を費やすのが、地方の開発（自

然資源と表現している）で、これらは農村部

の雇用の拡大が一番多い。都市部やその近郊

に工場を作って労働力を吸収するというやり

方ではなく、住み慣れた地域での雇用の拡大

を目指すもので、バングラデシュの人口の60

％は農村部に生活していることや、出稼ぎな

ど都市に人口が集中した結果スラムなど劣悪

な環境に人々が集中してしまうことを考えれ

ば、賢明な開発協力のやり方である。表の中
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表８ スウェーデンのバングラデシュにおける開発協力

プロジェクト 開発の内容 ターゲット

地方の開発
地方の貧しい人々のために、雇用と社会的な事業の開発と創造を
継続的に行う

生存のために雇われ
る世帯の女性

保健

リプロダクティブ・ヘルスとライツの改善
カイロおよび北京会議の趣旨の尊重

女性が人生を平等の観点から決定する
家族計画は出生率低下と子どもの減少に貢献
86年に開始した免疫計画は終了する
病院建設は効果的な費用の使い方ではない

貧しい人々
とくに女性と子ども

教育

初等教育のための教員養成と資質の向上

公教育と非公教育の双方に協力する
教育計画に女性や女の子を優先する
長期的見通しによる支援戦略と持続的効果に貢献する協力計画
教育の脱中央集権を目指し、専門技術と資源の共同と有効な働き

子どもと若い成人
とくに女の子

人権民主主義

人権と民主主義は開発協力全般で尊重される

言論と情報活動の自由（選択の自由と１人の力が決定に及ぼす可
能性の自覚を促す）
投票や選挙管理のための訓練プログラム
人権についてバングラデシュ政府と対話の継続

貧しい人々
とくに女性

特別融資

バングラデシュは負債を背負った低収入の国

持続的な融資や保証をスウェーデンとバングラデシュ政府で共同
で考える
期間と条件はケースバイケースで決める

社会開発の関係

「SIDA Country Strategy Bangladesh 1997-2001」のまとめ
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表９ バングラデシュ政府が達成を目指す目標

領 域 目 標

自由市場経済
自由市場経済政策にしたがって経済改革の速度を上げる。企業を支援し刺

激する利潤を上げるよう公共部門の効率と生産性を改善する。

農 業
肥料、灌漑設備などの適正価格を確実にし、貧農者に融資をしたり、補助

金を提供する。土地改革を実施する。漁業や畜産の近代化。植樹。

産 業
工業化への法整備。繊維関連の近代化と輸出産業の優先。零細企業の支援

と集約的労働産業育成。若年層の雇用創出。

貿 易 貿易の自由化と輸出入の均衡

労 働
効果的な労働政策。賃金と生産性の連結。国際労働条約に沿って労働争議

の迅速な処理。児童労働をやめる。教育、保健、よい作業設備を提供。

教育と人的資源
適切な教育を確実にし、人的資源を開発する。全タナ（郡）に小学校と技

術・職業訓練の場を設置。宗教教育の近代化。

女性と児童の開発
あらゆる側面で女性の平等の権利を確実し、開発の本流に女性をおく政策。

女性の教育の拡大の高い優先順位と、貧困女性の状況改善プロジェクト。

保健と家族計画
貧困者と困窮者の保健の拡大。習慣的な保健の近代化。効果的な家族計画

へのステップ。

貧困の解消と社会福祉
貧困で職に就けない人々を生産的で自信のある人的資源に変化させるステッ

プ。極貧の人あるいはスラム居住者の再定住へのステップ。

インフラ整備
鉄道、道路、高速道路、電話、港（湾と河川）の拡大と近代化。全国的な

電気の普及。水資源の開発。石油、天然ガス、石炭など自然資源の探索。

透明性と責任
法律と規則の透明性と責任。政府の透明性と責任。脱中央集権による地方

分権の強化。

1997 Statistical Yearbook of Bangladesh
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の地方の開発の箇所に、「ＢＲＡＣ（バング

ラデシュ農村振興委員会」や「プロシカ（人

間開発センター）」の名前が見えるが、バン

グラデシュの農村開発において素晴らしい働

きをしているバングラデシュ自身の広域ＮＧ

Ｏへの支援が名指しで明記されている。

次が保健関係で、ユニセフの予防接種プロ

グラムと、バングラデシュ第４次人口および

保健プロジェクトへの出資が大きい。他にス

ウェーデン独特の中絶プログラム、バングラ

デシュ国際女性協会、国際下痢性疾患研究所

（ＩＣＤＤＲの俗称で知られ、高い水準の下

痢性疾患の研究所。付属の下痢専門病院を病

院をもつ）、バングラデシュ地方活動計画の

中の女性保健プロジェクト、夜盲症予防など

となっている。

保健と並んで力を入れるのが、教育関係の

開発協力である。初等教育ヘの援助（公教育
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表10 スウェーデン開発協力の総括
（94～96年）

地方の開発 48％
保健と家族計画 22
教育 14
スウェーデンのＮＧＯ 10

人権・民主主義・女性・環境など 5
災害援助 2

（６億2900万kr）100％
SIDA Country Strategy Bangladesh 1997-2001

写真５ ＮＧＯ「バングラデシュ農村進行委員
会」の非公教育の学校、伝統文化の伝
承も教育

表11 バングラデシュに対するスウェーデンの
開発協力 プロジェクト別 （1996年）

プロジェクト（1996年）
支出額

（単位:千kr）

教 育

初等教育（公教育）

統合的な非公教育

特定の教育協会（ＧＳＳ）

初等教育キャンペーン

その他の教育

35，353

17，240

11，279

6，500

（前年で終了）

334

保 健

免疫計画（ワクチン）

国際下痢性疾患研究センター

女性健康プロジェクト（地方活動計画）

中絶」計画

第4次人口および健康プロジェクト

夜盲症予防

バングラデシュ国際女性連合

他のヘルスケア

46,692

18,913

3,328

1,591

4,877

10,370

1,198

3,700

2,715

民主主義と人権

アドボカシー計画

女性の直接支援

その他の民主主義と人権

3,170

2,000

（前年で終了）

1,170

インフラ（新規プロジェクト）

地方雇用開発計画に絡む農道への投資

その他のインフラ

20,035

20,000

35

自然資源

統合的な地方開発（ＢＲＡＣ支援）

統合的な地方開発（プロシカ支援）

地方の雇用機会の推進

その他の地方開発関係

54,421

1,380

6,500

45,095

1,446

管理経費

地方開発計画

他の管理経費

6,475

6,150

325

その他 549

スウェーデンのＮＧＯへの補助経費 18,632

スウェーデン国内のバングラデシュ難民 4,255

スウェーデン協会 150

バングラデシュ開発協力 合計 189,732（千kr）

SIDA Sweden's international development cooperation
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への支援）、統合された非公教育（公教育が

受けられない、あるいは小学校の途中でドロッ

プアウトした子どもに対して行う教育で、Ｂ

ＲＡＣなど現地ＮＧＯが体系的な非公教育プ

ログラムをもつ）支援など、公教育と非公教

育双方への協力をバランスよく行っている。

写真５は、現地ＮＧＯによる非公教育学校の

授業風景を写した。

他にインフラ関係があるが、これはあくま

でも農村開発に絡んだ農道ヘの投資である。

金額は多くはないが民主主義と人権関係への

協力として、アドボカシーなど細かな配慮が

されている。

５．開発協力の担い手としてＮＧＯ重視

［１］ バングラデシュのＮＧＯとスウェーデ

ンのＮＧＯ

表11からも開発協力のあり方についておお

よその傾向は把握したが、スウェーデンのバ

ングラデシュへの開発協力の性格は、既述し

たようにバングラデシュ国内の特定プログラ

ムの援助や社会インフラを重視する。バング

ラデシュ政府主導型の開発が重要であるとス

ウェーデンが判断すれば協力する。現地ＮＧ

Ｏによる民間活動プログラムであっても生活

の質の向上に寄与していると評価すれば協力

を惜しまない。

スウェーデンが重視するバングラデシュの

開発の考え方を改めて見てみる。

大半の協力に「女性」がついて回るという

特徴がある。生活の質の向上のキーワードは

ジェンダーそして女性であるといっても過言

ではない。その理由であるが、スウェーデン

は、バングラデシュの女性が極度に危うい状

態にあると判断するからで、バングラデシュ

の貧困を改善するためには、女性が社会的、

経済的、法規的に強い立場が与えられること

が必須条件で、より多くの女性の意志決定が

求められる。バングラデシュでは女性のリプ

ロダクティブ・ヘルスの認識が鼓舞されなけ

ればならず、男女平等の鍵は、女性が望まな

い妊娠をしないような動機付けであって、そ

のためには家族計画のサービスを受けること

である。教育に関しては、女の子が後回しに

されがちな傾向は改善されなければならない。

女の子がきちんと教育を受けるようになれば、

少女の結婚を減らし、結婚の時期を遅らせ、

産む子どもの数を減らし、女性も仕事に就き、

経済的に女性を強化することになるからであ

る。

スウェーデンが支援を計画する際に、「平

等が離陸地点になる」ように企画される。バ

ングラデシュとの政策対話、ドナー（スウェー

デン国内のＮＧＯなど、資金や資源、人材、

活動を提供する側）との関係においても、初

等教育の質的、量的な投資をインプットする

戦略においても、常に平等を大切にする。

バングラデシュ側ＮＧＯの活用と尊重は、

スウェーデンの開発のやり方である。広域的

および地域密着型の小型ＮＧＯを信頼しタイ

アップする。公的な部門の役所仕事はいくつ

かの点で効果的ではなく、人間にとって基本

的なニーズを満たすための物資やサービスが

提供されていないと判断する。「バングラデ

シュＮＧＯの公的サービスの補完的役割」は

大きく、これらのＮＧＯの働きは、地方にお

ける貧しい人々、とくに女性や子どもの状態

の改善に寄与し、多くのＮＧＯ組織は地方に

おいて貧困を改善するための方法を開発する

ことに貢献していると判断する。なお、ＮＧ

Ｏと役所が協力態勢を組むことも大切である

とする。

スウェーデンが行う開発協力のチャンネル

として地元のＮＧＯに意義を見出している。

国外のドナーから地元ＮＧＯが受けた支援に

対してスウェーデンは注意を注ぐ。プロジェ

クト方式の協力では現地ＮＧＯの持続性、能

力、役割についてモニタリングがなされる。

バングラデシュ側ＮＧＯになされる支援は、

ある部門の目的に到達する手段であるとみな

し、開発協力として、このルートが適してい

る場合とそうでない場合がある。直接的な支

援という観点からは、地元ＮＧＯを経由する

先進国スウェーデンの途上国バングラデシュに対する開発協力
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支援は、援助目的に到達するためのよい道筋

で、政府を通した支援を補完することになる。

しかし部門外のプログラムに対しては直接支

援という形で経済的に援助することはない。

要するに開発協力の支援として、いかなる部

門に優先順位を与えるかが問題であって、ス

ウェーデン側はきちんと判断できる能力を備

えているから、プロジェクト方式と現地ＮＧ

Ｏの活用が可能になる。

直接的な地域密着型のＮＧＯ支援は、集中

的であるべきだとする。例えば保健に関して

はワクチン・プログラムを支援してきたが、

これが終結したら将来的にはリプロダクティ

ブ・ヘルスに集中的に取り組むことになる。

地方の雇用開発を16年間に渡って行い、地方

の貧しい人々の状態を改善する直接的手段を

提供してきたが、第３段階の最終年を迎え、

施設建設と人的資源の開発の目的は達成した

ので、スウェーデン独自に行ってきた現地Ｎ

ＧＯ支援は終結するという。教育関係ではユ

ニセフを通して支援を継続する。スウェーデ

ンは10から20のプログラムを決めて集中的、

直接的にＮＧＯを支援している。

一方、スウェーデンのＮＧＯを通したバン

グラデシュ側の開発協力はどうなっているか。

スウェーデンは開発に現地ＮＧＯを活用す

るが、スウェーデン国内の海外援助団体であ

るＮＧＯの活用も盛んである。政府と民間の

壁がほとんどないといってもよい。相互にメ

リットを生かし、補完し合い、緊密に連携を

保っている。開発協力に携わるスウェーデン

国内の団体の名称と連絡先、簡単な活動内容

を示すだけで冊子が出来上がるほどである。

開発協力をＮＧＯに託するのである。スウェー

デン国内にある300ヵ所の国際協力ＮＧＯが

ＳＩＤＡから資金援助受けており、これらの

ＮＧＯを通して行われる開発協力として総額

83億クローネ（1400億円）が使用される（98

年）。

表12はバングラデシュで活動するスウェー

デンＮＧＯの特徴を示す。宗教関係のＮＧＯ

であったり、国を越えた国際的ＮＧＯの支部

であったり、スウェーデンの都市独自の交流

ＮＧＯであったり、それぞれの背景は異なる

が、共通点はバングラデシュで開発活動をす

る団体でＳＩＤＡと連携している。

スウェーデンの開発援助は布教からスター

トしており、バングラデシュでも表12にある

ように、教会関係団体が多く含まれる。「ルー

テル援助」については「生活科学研究（第22

号」）」でバングラデシュ北西部における30年

間に及ぶ活動内容を詳細に紹介する。スウェー

デンの開発協力は人道的援助が根底にあるが、

図５に見るように様々な組織の複合的なネッ

トワークを通して協力の諸資源が的確に届く

ような仕組みがわかる。

スウェーデン側ＮＧＯは独自の資源と人材、

ＳＩＤＡからの援助によって、スウェーデン

政府、国連機関、ＥＵなどとも関わりながら

開発活動をする専門的な団体である。バング

ラデシュの開発協力でも、スウェーデンのＮ

ＧＯ同士、他国のＮＧＯ、国際ＮＧＯ、バン

グラデシュ政府の活動などが重複、競合しな

いように、しかも矛盾や衝突を生じないよう

に有効に活用される。

［２］スウェーデン国内福祉の延長線が開発

協力

開発とは何か。開発協力とは何か。この疑

問に答えるために途上国の開発協力では定評

のあるスウェーデンの状況を探り、開発協力

の理念、目的、方法、開発内容を報告した。

途上国の中でも、もっとも開発を必要として

いる後発開発途上国と呼ばれる国は、当事者

として開発を目指し、それに対して先進国は

協力する。その目標、方法、実践、開発内容

を明らかにする試みをした。協力を受ける側

としてバングラデシュを取り上げた。

資料の収集にはかなりの努力と工夫を要し

た。座ってインターネットを操作すればいい

というのではない。資料が本屋で買えるとい

うものでもない。南のバングラデシュと北の

スウェーデンを何度も訪問し、歩き回ってやっ

と手に入れた資料である。スウェーデン国内

『人間科学研究』文教大学人間科学部 第21号 1999年 藤田 雅子
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においては、「スウェーデン国際開発協力機

関（ＳＩＤＡ）」を足掛かりにした。さらに

そこで得た情報によって開発ＮＧＯに接触す

るという何段階かのステップを踏んだ。日本

ではＪＩＣＡなどから資料を得ている。

スウェーデン側だけの資料では途上国への

開発協力を理解するには一方的で十分とはい

えない。先進国にいて途上国の情報を得ても

実感に乏しく、言葉や理念が上滑りしてしま

う。開発の当事者サイドからの接近も欠かせ

ない。開発協力をする側と受ける側の両面か

ら挟み撃ちにするしかない。開発協力が不可

欠なバングラデシュを足場にしたが、開発途

上にあるから、当然ではあるが体系立てて資

料を収集できるような機関はない。開発に励

む現地ＮＧＯについて、すでに見聞きしてい

たので、「バングラデシュ農村振興委員会

（ＢＲＡＣ）」や「人間開発センター（プロシ

カ）」などの広域ＮＧＯから、開発の当事者

としての資料を収集した。またダッカにある

先進国スウェーデンの途上国バングラデシュに対する開発協力

表12 バングラデシュで開発活動をするスウェーデンのＮＧＯ

ＮＧＯ名 活動の目的と内容

エーリク援助
キリスト教精神と人道主義に基づき、学校教育、児童施設、給食の援助。
現地の貯蔵所は緊急時に支援物資を受入れ、配布する

ＳＵＳ団体 バングラデシュの女性のためのプロジェクト支援

飢饉プロジェクト
2000年飢饉追放を目指す宗教的、政治的に中立な国際団体
青少年の中から「世界市民」の育成を図り、国際協力に努める

クウェーカー援助
クウェーカー精神に基づき、平和、平等、人権に関する価値観と一致した
援助に限る。自助のための支援や貧困の根絶を目指す

ルーテル援助
アフリカ、アジア、ラテンアメリカにおける開発援助、災害対策難民救援
などを行うスウェーデン国教会の組織である

地域開発と医療保健団体
医療保健にかかわる地元運動を人道的に援助。教育訓練やセミナーを通し
て、地元団体と協力し、地域発展のため資金などを提供

ＭＡＦ
Mission Aviation Fellowship 宗派を越えたキリスト教精神に基づく組
織。援助団体の活動に必要な航空輸送のための組織化

インターライフ
（ＰＭＵ）

ピングスト伝導派途上国援助。海外援助と災害援助の協力隊
国内の貯蔵庫から途上国に発送。養育資金活動もある

セーブ・ザ・チルドレン
（子どもを救え運動）

1919年設立。宗教色も政党色もない。子どもの権利を守る。危険な仕事、

ストリートチルドレン、戦火の被害や難民の子どもなど困難な状況の子ど
もの救済。支援や開発、世論形成を図る

赤十字
世界170ヵ国に及ぶ赤十字、半月組織の国内団体。政治的中立を守り、国
際的にも国内でも人道的な被害の予防と救済をはかる

その他の団体

新建設（キリスト教協力団体）・
スワロー（エマウス運動の一部）
エークショ（ｽｳｪｰﾃﾞﾝの都市）友好交流会バングラデシュ支部
ヨーンショーピング（ｽｳｪｰﾃﾞﾝの都市）友好交流会バングラデシュ支部
搾取されない商業を発展させる第三国店舗「地球」

Forum Syd, Organisationer med u-landsinriktning Katalog 97/98
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ＳＩＤＡのオフィスでは、バングラデシュに

関する開発協力の資料や見解を発見し、スウェー

デンの中にいては手に入らない貴重な資料や

これまでの歩みを資料が、活動を展開する現

地にはあり、この論文を掘り下げるのに役立っ

た。

膨大な資料を一遍の論文に収めるのは無理

がある。これは前編で、主としてスウェーデ

ンの国内で集めた資料と、バングラデシュで

入手したスウェーデン関係の資料をドッキン

グさせる形をとり、開発協力を解明する努力

をした。後編として「生活科学研究（第22号）」

に、先進国の協力の実際と途上国の開発の方

向について述べるが、協力する例としてスウェー

デンＮＧＯ「ルーテル援助」と、協力を受け

るバングラデシュＮＧＯである「バングラデ

シュ農村振興委員会（ＢＲＡＣ）」の２つに

ついて報告する。

前編を端的にまとめるなら、次のようにな

る。

スウェーデンでは国内的には経済成長と富

の分配によって国民の生活は保証されている。

対外的には貿易や投資という経済成長によっ

て得た富を、開発協力という形で世界に分配

し、戻している様子がうかがえた。教育、医

療、労働、社会福祉を含む広い意味での福祉

がコミューンレベルで達成されているスウェー

デンにおいて、途上国の開発協力は国内福祉

の延長線上に位置づけられる。スウェーデン

の開発協力はプロセスが明確で、組織が民主

的であることに加えて、協力内容は、国内同

様に人間生活に不可欠な教育、保健、雇用の

創出（労働）などに焦点があり、不平等の是

正と貧困の改善なしにはこれらの開発はあり

えないとする。貧しい人々、とくに女性と子

どもがターゲットである。このような特徴に

加えて、非営利民間団体であるスウェーデン

ＮＧＯが開発に協力し、受け手も現地である

バングラデシュのＮＧＯを厳密に選択してい

る。経済効率を考慮した人間開発に力点があ

る。開発協力を受け入れる側はどのような状

態にあるか。相互の考えが噛み合って初めて

開発が促進されるので、受入れ国を知ること

は大切である。後編として「生活科学研究」

『人間科学研究』文教大学人間科学部 第21号 1999年 藤田 雅子

図５ 複合的ネットワークによるスウェーデンの人道援助
SIDA Swedish Humanitarian Assistance Annual Report 1997 p11
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に報告する。

福祉とは一般的、包括的概念で、生活のあ

らゆる分野にまたがる総合的サービスである。

これは先進国、途上国にも共通しており、途

上国に関しては、これを開発と呼んでもいい

のではないか。したがって福祉先進国の途上

国への開発協力は、人間開発を重視し社会イ

ンフラの比重が大きい。
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